
180 Purdue大学で開催された「リモート・セソシング技術および応用に関するセミナー」

告します．なおセミナー参加に際して京都学園大学渡辺

貫太郎教授および気象庁士屋清技官にお骨折願ったこと

を感謝します．
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昭和48年度松永賞および三宅賞受賞候補者の

推薦について

　松永記念科学振興財団および地球化学研究協会よりそ

れぞれ下記要項による推薦依頼がありましたので，推薦

を希望する会員又は他会員を推薦しようとする会員は，

それぞれの要項にしたがって，候補者氏名；生年月日；

研究題目；会員氏名；連絡先（郵便番号，宛先，電話番

号）を記入し担当理事，北川信一郎（〒338浦和市下大

久保255埼玉大学理工学部T　E　L　O488－52－2111）に申

出下さい．推薦の選定は常任理事会で行ないます．

松永賞推薦要項

1．　1件を推薦し，気象学会締切は5月31日（担当理

　事必着）とする．

2．　自然科学（理学，工学）の分野における基礎的研

　究で学術上の業績の顕著なもの．個人研究でも共同

　研究でもよい．

3．対称者は大学に在職し昭和3年12月1日以後に生

　れたもの．

4．賞は1口100万円とし，本年度は3口以内を予定

　する．

三宅賞推薦要項

1．　1件を推薦し，気象学会締切は9月5日（担当理

　事必着）とする．

2．地球化学の研究に顕著な業績をおさめた科学者．

3．本賞（賞状）に賞牌および賞金30万円をそえ，贈

　呈は1年1件とする．

18 、天気”20．4．


